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白鷹町誕生55周年記念駅伝競走大会　　―　号砲とともに　―
　10月11日快晴のもと、役場をスタート・ゴールとする駅伝競走大会が開催されました。蚕桑Ｂチームを含む７チームが、

合図とともに一斉にスタート。各地区の誇りを襷に込め、懸命な力走を見せてくれました。沿道では、地元のチームを応援

する温かい声援や拍手が送られ、選手を後押ししていました。（結果は16ページに掲載）



対 象 学 校西中・鮎貝小

運 行 経 路高岡～鮎貝小～西中～鮎貝駅前～鮎貝小

運 行 日月曜から金曜の週5日(土・日・祝日、学校休業日は運休となります。)
便 　 数５便（登校１、下校４）

対 象 学 校西中・蚕桑小・鮎貝小

運 行 経 路森合～黒鴨～深山～鮎貝小～森合～山口～西中～蚕桑小

運 行 日月曜から金曜の週5日(土・日・祝日、学校休業日は運休となります。)
便 　 数５便（登校１、下校４）

対 象 学 校西中・蚕桑小

運 行 経 路東高玉～西高玉～西横田尻～西中～東高玉～西高玉～蚕桑小

運 行 日月曜から金曜の週5日(土・日・祝日、学校休業日は運休となります。)
便 　 数５便（登校１、下校４）
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■鮎貝・高岡線

■横田尻・黒鴨線

■鮎貝・高玉線

川西地区スクールバス路線　新規路線（川西地区）運行計画
及び路線図　

11/1�
スタート
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　スクールバスによる新たな登下校が始まりま
すが、これまで同様児童・生徒の安全な登下校
への見守りと、スクールバス運行についてご理
解とご協力をよろしくお願いいたします。

■問い合わせ
　（スクールバス）
　教育委員会学校教育係　☎ 85 － 6144
　（公共交通に関すること）
　総務課企画調整係　　　☎ 85 － 6123

上り 7:30 7:33 7:46 7:47 7:53 7:56 7:59
荒砥・
大瀬線

大　瀬 佐野原 スピカ前
荒砥小

学校口

東中学

校口
病院前 荒砥駅

下り 18:04 18:01 17:49 17:47 17:41 17:39 17:35

上り 7:20 7:38 7:42 7:45 7:51 7:53 7:57
荒砥・
中山線

中山スキー

場口
宝前町 中十王

荒砥小

学校口

東中学

校口
病院前 荒砥駅

下り
18:07 17:49 17:45 17:42 17:36 17:34 17:30
19:07 18:49 18:45 18:42 18:36 18:34 18:30

現行路線の変更について

◆荒砥・大瀬線　…　運行時間変更
　11 月 16 日より荒砥・大瀬線の朝の便の時間を変更いたします。（大瀬発午前７時 35 分→午前７時 30 分）
　お間違いのないようにご乗車ください。夕方の便については現行どおりの運行となります。
◆荒砥・中山線　…「宝前町」停留所新設
　11 月 16 日より荒砥中山線停留所に「宝前町」が新設されます。これにより宝前町以降の時間が３分ず
つ遅れることとなります。

荒砥駅

荒砥高校前

病院前

東中学校口

荒砥車庫前

荒砥小学校口

スピカ前横町

上町

薬師堂前

菖蒲

黒滝神社前

蒔沢橋

問屋前

白鷹温泉口

佐野原

千作

堺松

大瀬

中山スキー場口

白鷹山登山口

中山学校口

八景坂

中山口

一本松

田形

萩野 鷹山公民館前

山道

小手沢

細野口

滝野

曲漆

上折居
塔の前

中十王

荒砥・大瀬線

荒砥・中山線

荒砥・中山線バス停

荒砥・大瀬線バス停

２路線共通のバス停

宝前町

■運行時刻
（主なバス停）
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※くわしくは、町ホームページからご覧いただけます。
■まちづくりアンケートに関する問い合わせ
　　　　総務課企画調整係（☎ 85 － 6123）

「
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
」

情報
 ４

福　祉
　86

道　路
　64

上下水道
　 19

環　境
　49

医　療
　41

公共交通
　 33

鮎貝まち
づくり 16

住宅
 11

公園
 11

防災・消防
 　 10

交通安全
・防犯 ９

河川
 ５

健康
 ２

人材育成
　 ７

町のＰＲ・
特徴　14

人口問題
　 64

地域づくり
　　19

イベント
　 10

生涯学習
　 36

学校教育
　 28

自殺対策
　 ３

行　政
 124

議会
 29

役　場
 100

まちづくり
全般 62

アンケート
　 30

２　「くらし」

　最も幅広い分野でその中でも「福祉」に対する意
見、要望が多くありました。中でも高齢者福祉（施
設）に対し、今後も高齢化が進み一人暮らしが多く
なった場合など施設・サービスの充実も含め、安心
して生活できる町づくりを求める声が多くありまし
た。
　「道路」関係は、荒砥橋の整備をはじめ生活道路
の改良や舗装に対する要望が多く、また、医療や子
育てについて、産科・小児科の設置や医療費・保育
料への経済的支援の要望も多くありました。ほかに、
悪臭対策、除雪、公共交通、住宅施策などに対する
声がありました。
　鮎貝まちづくり事業に対する意見もあり、文化交
流センターの賛否や統合保育園の整備推進など多様
な意見がありました。

３　「ひとづくり」

　若者定住、少子化・人口増加策、結婚対策といっ
た「人口問題」に関する声が最も多く、若い人が暮
らしやすい町づくりや少子化に歯止めをかける施策
など、人口減少に対する将来不安や定住人口増加の
ための提言などがありました。
　生涯学習については、特にスポーツ施設の整備と
して町民体育館と温水プールへの整備要望が多く、
また、図書館の整備充実への要望もありました。
　学校教育に関しては、小中学校の統合に対する賛
否、荒砥高校の存続、奨学金制度の創設などの声が
ありました。ほかにも、町の特徴を積極的に宣伝し
ていくことや町を代表するイベントの開催などの意
見がありました。

４　「全般」

　行政、役場、まちづくりに関する意見を多くいた
だき、行政分野では、「町民の声を聞いた行政サービ
スの提供」や「空き施設の有効活用」、「箱物づくり
をやめてほしい」といった声がありました。 
　役場（職員）に関する部分では、役場職員の意識
や態度に対する厳しいご指摘をはじめ、給料・職員
数の見直しに関する意見が多くありました。 
　まちづくりに関しては、「住んでよかったと思える
町に」、「行政がまちづくりをするのではなく、町民
一人ひとりがまちづくりをする」など、まちづくり
全般に関する提言や提案が数多く寄せられています。
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　９月号から掲載しております「まちづくりアンケート」の結果第３弾です。最終回となる今回は、町民の
皆さんがお住まいの集落（区や町内）が、今後どうなっていくと感じているかという点と、まちづくりに対
する自由な意見などをお知らせします。今後とも「まちづくり」に向けて皆さんの貴重なご意見をいただき
ますようお願いいたします。

　半数を超えるかたが「現状より
元気がなくなっていく」と考えて
おり、地区別でみれば、鷹山で元
気がなくなっていくと考えている
割合がもっとも高く、十王がもっ
とも低い結果となりました。

あなたのお住まいの集落（区や町内）は、今後どうなっていくと思いますか。

くらし
 360

全　般
  348

しごと
 172

ひとづくり
　　178

まちづくりに対する自由意見（グラフの単位：件数）

皆さまの声を反映させていただきます

わからない
　８％

現状このまま
　　23％

現状より活性化
していく　６％

現状より元気が
なくなっていく
　　55％

記入なし
　８％

0

20

40

60

80

100

蚕桑 鮎貝 荒砥 十王 鷹山 東根

（％）

現状より活性化
していく

現状のまま

現状より元気が
なくなっていく

わからない

５%

22%

64%

９%

８%

23%

61%

８%

６%

28%

57%

９%

13%

35%

40%

12%

２%

16%

77%

５%

４%

27%

59%

10%

　自由意見については、記述式で回答を求め、合計で
819件の回答が寄せられました。なお、１枚の回答に
複数の意見が記述されているものも多くあったことか
ら、各意見などを分野ごとに分解し、整理した結果、総
計1,093件となった。分野別に見れば「くらし」、「全般」、
「ひとづくり」、「しごと」の順に回答が多くありました。
意見は多岐に渡ったが、特に仕事に関することや暮らし
に関することといった生活に直結するもの、それから町
に対する意見が多くありました。

１　「しごと」

　最も多かったのは「働く場」で、働く場所の確保や企
業誘致に対する要望は、現在の景気とも重なって切実な
ものとなっています。観光面では、さくら回廊の充実や
新たな観光施設の整備といった要望もある半面、観光振
興に対する批判的な意見やパレス松風に対する不満など
もありました。商業については、鮎貝、蚕桑方面の商店、
スーパー、コンビニの出店要望が多く、また、町内に本
屋がないことに対する意見も多くありました。農林業の
分野では、農業を大事にしてほしいという要望や遊休地
を含む農地の活用、農家でなくとも農地を借りやすくす
べきといった意見があくありました。その他、地元の業
者をもっと使うべきといった声や地産地消、農工商の連
携を進めるべきといった意見がありました。

観　光
　31

農林業
　29

商　業
　30

町内流通
　 10

働く場
　67

新産業
　２

産業連携
　 ３

（地区別）
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まちづくり　座談会報告
主な内容を紹介します。
　これまで、15団体約600人の町民の皆さんに参加い
ただきました。詳しい内容は、町ホームページに掲載
していますのでご利用ください。

■問い合わせ
　総務課情報係
　　☎ 85-6121　FAX85-2128
　　Ｅメール：zadan@shirataka.net

　　公民館は町の施設です。一つの商品としての広
告はしないようにしていただきたいと思います。告
別式などに使わざるを得ない時に、地域の皆さんに
使っていただくことに異論はありません。

豚舎からの悪臭問題について

　　広野、小山沢、町下地域では、豚舎からの悪臭
問題が大きな課題です。事業者と町の協定は紳士協
定で、法的に強制力ないとすると今後どうしていく
のか。

　　東根小学校や東陽グラウンドの周りをボラン
ティアで清掃している会社があるが、事業者さんに
もそういう意識を持ってほしい。

　　悪臭問題は地域の課題というより町の全体の課
題です。町から強力な指導をしていただき解決に向
けて進んでいかなければならない。私たちの住環境
が厳しい状況にあります。風のない朝夕は特に強烈
なものがある。地区民の意見や要望を聞きながら最
善を尽くす努力を町長あるいは職員としてやってい
ただきたい。

　　この問題については、これまでの経過を踏まえ、
十分に検討しながら解決しなければなりません。
　また、事業者さんのご協力がないと絶対に解決で
きません。もう一度原点に立ち返って、話し合いを
しながら進めていく以外ないと思います。

　　豚舎の中に入って主たる原因をつきとめて分析
しないと解決できないと思う。施設を視察して、中
がどういった管理状態になっているのか、見極めて
対策に入るべきではないか。中を見て、町長さん自
ら、アドバイスや指摘をしていただけないか。

　　豚舎に入って確認するのは町として厳しいと聞
いていますが、中に入らせてもらえないか再度確認
し、その結果は地元の区長さんにお伝えします。

水路がゴミで詰まってあふれることについて

　　荒砥第１区は市外部から低い所にあるので、何
でも流れて下に下ってくる。荒砥は水の流れが昔か
ら良くない。下水道は整備されて良くなったが、市
街部は全部舗装で側溝の整備がされて、ちょっとの
雨でもドッと流れてくる。ゴミも一緒に発泡スチ
ロールやペットボトルが流れて来て、水路に詰まる
ので道路にあふれている。あふれない水路に直して
ほしい。

　　荒砥第１区の水の問題は４カ所ありました。１
カ所は国道 287 号の立体交差で解決したと思って
います。残る３カ所は、少しずつ原因が分かってき
ましたので対応いたします。ゴミを流すのはモラル
の問題です。荒砥第１区だけの問題ではないと思い
ます。

放置されたかやぶきの空き家について

　　かやぶき屋根の空き家がある。放置しておくと
物騒で、老朽化も目立ち地域で問題となっている。
住んでいたかたは遠くに住んでいて会う機会がな
かったが、たまたま会った時に話をしたら、「撤去
するにも問題があったがようやくその問題が解決し
たので、できるだけ早く撤去します」と言っていた。

　　管理されていないかやぶき屋根は不安をお持
ちだとのことで、町で何とかしてほしいと以前から
話がありました。大変先の明るい話を伺いしました。
安全安心の面からも無人のかやぶき屋根では心配で
す。解消にご努力いただいたことに感謝申し上げま
す。

vol. ３

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

Q
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まちづくり　座談会報告
　地域が抱える課題や疑問について、町長が出席し
「まちづくり座談会」を開催しました。
　９月16日は浅立区、10月６日は杉沢区、10月19日は
十王区、10月20日は広野・小山沢・町下区、10月21日
は荒砥第１区と、各団体の皆様と共に開催しました。

座談会　　　&

植木鉢で町を花いっぱいに

　　べにばな国体の時、各家庭にプランターを配り、
道路を花いっぱいにして選手を迎えようとすごい盛
り上がりがあった。子どもからお年寄りまで、すべ
てが参加して、道路を花いっぱいにしてはどうか。

　　荒砥地区の国道 287 号や国道 348 号の歩道の
花壇は、住民の皆さんで作業をしていただいていま
す。まちづくり、地域づくりの原点となるようなご
提案をいただきました。これには地域のかたの協力
がないとできません。どうやってやれるかなど検討
していきます。

田んぼの用水路整備について

　　浅立地区と広野地区はほ場整備をしてから 39
年が経ち、用水路がボロボロになっている。農地水
環境保全事業で、10 アール当たり 2,200 円ではな
かなかできないので倍額にしてほしい。

　　事業対象地域は３カ所です。状況を検証しなが
ら、来年度の予算要求に向けて、各組合と話し合い
をさせていただき県に要望していきます。

杉沢地区の小中学生の通学について

　　スクールバスでの通学が始まりますが、路線バ
スが通っていない杉沢地区はどうなるのか。

　　東根地区のかたには山交路線バスを利用してい
ただきます。杉沢地区は路線バスが通っていません

ので、タクシーの利用を考えています。学校が終わ
る時間が違っていたりしますので、運行時間はでき
るだけ柔軟な対応をいたします。タクシー送迎は、
停留所までになりますので、そこから家まで歩かな
ければなりません。これまで同様地域の皆さんで子
供たちの見守りをぜひお願いいたします。

お年寄り世帯の見守りについて

　　一人暮らしの老人の件ですが、去年、夕食の時
間になっても電気がつかないのでおかしいと思っ
た。気持ち悪くなり家を訪ねたが人はいなかった。
子供に対しては見守り隊があるが、何か良い方法は
ないのか。

　　65 歳以上の一人暮らしの世帯は 347 人、75 歳
以上は 225 人いらっしゃいます。特に白鷹町は多
くなっています。これらに対する支援や見守りは、
民生委員のかたと協力して対応しています。民生委
員のかたが全部見ることはできません。地域や近所
での見守りが大切な時代になってくるのではないか
と思います。対応していただいたことに感謝申しあ
げます。

十王コミュニティセンターの建設について

　　十王コミュニティセンター（十王地区公民館）
の建設を早期にお願いします。

　　平成９年 12 月３日付けで、十王地区から「コ
ミュニティセンターと体育館の建設を求める陳情
書」が町に正式に出ています。現在の地区公民館の
耐用年数は、４年くらいあります。鷹山、十王両地
区公民館共に、昭和 50 年代の建物なので、これか
らどうしていくのか検討していきます。

公民館を葬儀会場にした広告について

　　葬儀会場を各地区公民館などにした新聞折り込
みの広告が出ています。教育委員会としてどう考え
るのか。
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Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

Q
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上
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未
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�
加
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民
年
金

Ｑ　

な
ぜ
民
間
委
託
す
る
こ　

　

と
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

答　
｢

競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律

｣

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
国
が
行

っ
て
き
た
事
業
に
民
間
事
業
者
へ

の
参
入
機
会
を
広
げ
、
民
間
事
業

者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す｢

市
場
化
テ
ス
ト｣

と
し
て
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

Ｑ　

委
託
会
社
の
名
前
は
？

答　

県
内
す
べ
て
の
社
会
保
険
事

務
所
で
「
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
委
託
に

な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

業
務
内
容
は
？

答　

国
民
年
保
険
料
が
未
納
の
か

た
に
対
し
て
、
電
話
や
文
書
、
ご

自
宅
へ
の
訪
問
に
よ
り
、

・
国
民
年
金
の
納
付
・
免
除
制
度

・
口
座
振
替
制
度
の
ご
案
内
を
い

た
し
ま
す
。

Ｑ　

訪
問
し
て
き
た
か
た
の
身

　

分
は
確
認
で
き
ま
す
か
？

答　

戸
別
訪
問
を
行
う
者
は
、｢

身
分
証
明
書｣

を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
委
託
を
受
け
た
民
間

事
業
者
が
、
勤
務
先
の
会
社
名
や

口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ　

個
人
情
報
は
き
ち
ん
と
保

　

護
さ
れ
る
の
で
す
か
？

答　

民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個

人
情
報
は
、
納
付
督
励
を
行
う
う

え
で
必
要
と
な
る
国
民
年
金
保
険

料
の
未
納
者
情
報
に
限
定
し
て
お

り
、
さ
ら
に
民
間
事
業
者
に
対
し

て
は｢

個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律(

平
成
15
年
法
律
第
57

号)｣

や
社
会
保
険
庁
独
自
の
取

扱
規
定
、
本
事
業
に
係
る
委
託
契

約
書
な
ど
で
、
目
的
外
閲
覧
、
漏

洩え
い

、
複
写
を
禁
じ
る
な
ど
厳
格
な

安
全
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　10月よりは国民年金保険料の収納業務が民間委託となりました。
　これまで皆様のご自宅を訪問し、国民年金保険料の収納や年金のご
相談等の業務に携わっておりました「国民年金推進員」制度は平成21
年９月末日をもって廃止されました。

※詳しくは、10月13日に全戸配布した「ねんきん山形」をご覧ください。
※よくある質問を下記に掲載いたします。

　国民の皆さまの信頼に応え、一層のサービ
ス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・
人員を一新し、平成 22 年１月１日より「日
本年金機構」として生まれ変わります。
○現在あるお近くの社会保険事務所は、新た
に「年金事務所」と名称が変わりますが、年
金相談などの窓口として引き続きご利用いた
だけます。また、「年金事務所」は、現在あ
る社会保険事務所の建物をそのまま使用しま
すので、所在地に変更はありません。
○日本年金機構の設立に伴い、これまで社会
保険庁や社会保険事務所の名義でご案内して
いた各種の関係書類は、内容により、今後は
厚生労働省または日本年金機構の名義でご案
内させていただくことになりますが、国民の

皆さまがたに何らかに手続きをしていただく
ことは一切ございませんので、ご安心くださ
い。
○日本年金機構は、社会保険庁から公的年金
の運営業務を引き継いで行うこととなります
が、公的年金制度は、国の制度として、その
財政や運営に国が引き続き責任を持つことに
ついて、これまでと変わりません。

「日本年金機構」が来年１月１日からスタート！

公的年金の
財政責任・運営責任

公的年金の運営業務

社会保険庁
廃　

止

厚生労働省

日本年金機構

平成 22 年１月１日～

　10月よりは国民年金保険料の収納業務が民間委託となりました。
　これまで皆様のご自宅を訪問し、国民年金保険料の収納や年金のご
相談等の業務に携わっておりました「国民年金推進員」制度は平成21
年９月末日をもって廃止されました。

※詳しくは、10月13日に全戸配布した「ねんきん山形」をご覧ください。
※よくある質問を下記に掲載いたします。
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平成21年度

『移動年金相談日』のごあんない

〈相談日〉

国民年金のお問い合わせは

町民課　戸籍年金係
（☎85－6129）まで

11月 25日 （水）
12月 24日 （木）

平成22年 １月 27日 （水）
２月 24日 （水）
３月 24日 （水）

平日夜間及び休日の

年金相談のお知らせ

　毎月第２土曜日は、県内の社会保険事務所

などを開庁して年金相談を実施していますが、

11月はねんきん月間につき第２土曜日に加え

下記日程を開庁します。また、毎週月曜日は、

受付時間を午後７時まで延長して実施してい

ます。ぜひご利用ください。

※ご相談の際は、年金手帳をご持参ください。
※年金手帳をご持参できない場合は、免許証な
　ど身分を証明できるものを持参ください。
■11月の開庁日

　　11月　14 、15 、28 、29日

　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　　午後１時～１時30分
　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～
　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）
　　　　　　　　※会場は都合により館内別室になる場
　　　　　　　　　合があります。ロビーの案内板をご
　　　　　　　　　確認ください。
　　●内容　年金のことならなんでも
　　■主催　米沢社会保険事務所
　　　　　　（☎0238－22－4220）

　納めていただいた国民年金保険料は「社会保険料控除」として全額が税
金の控除の対象となります。年末調整や確定申告の際には、この控除証明
書の添付が必要ですので申告の時期まで大切に保管してください。

　10 月下旬より老齢や退職を事由とする公的年金などの受給者へ、「扶養親族等申告書」が社会
保険庁（社会保険業務センター）から送付されます。これは、翌年に支払われる年金から所得税
を適切に源泉徴収するために行われるものです。
　「扶養親族等申告書」（はがき）が送られてきたかたは、必ず返送をお願いします。
提出がない場合は諸控除が受けられず、源泉徴収額が高くなります。

　社会保険料（国民年金保険料）
　控除証明書をお送りします 

　扶養親族等申告書の提出を
　お忘れなく

11 月に送付されるかた

　平成 21 年１月１日から９月 30 日までの間に国民年金保険料を納めたかた

翌年２月に送付されるかた

　平成 21 年 10 月１日から 12 月 31 日までの間に、今年初めて国民年金保険料を納めたかた

※扶養親族等申告書の提出扶養なかた（申告書が送付されないかた）
　・遺族年金や障害年金を受けているかた

　・その年に支払われる年金額が 158 万円

　　（65 歳未満は 108 万円）に満たないかた



インフルエンザが流行する季節を迎えました
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対　　象 接種（目安）時期 接種料金

優
先
接
種
対
象
者

基礎疾患※を有する小児
（１歳～小学校３年生） 11月５日から

１回目　3,600円

２回目　2,550円
※１回目と異なる医療機関で
　接種する場合は3,600円

妊　婦 11月16日から
基礎疾患※を有する者 11月16日から
１歳～就学前の幼児 12月中旬ごろから
小学校１～３年生 12月中旬ごろから
１歳未満児などの保護者 １月ごろから

そ
の
他
小学校４～６年生、中学・高校生、
65歳以上のかた １月ごろから順次

白鷹町新型インフルエンザ対策本部情報

今年度は季節性インフルエンザに加えて、新型インフルエンザにも注意が必要です。予防
の基本は、手洗い・うがい・咳エチケット・こまめな換気です。日ごろから規則正しい生
活をしてインフルエンザに負けない体づくりに努めましょう。

インフルエンザが流行する季節を迎えました

※慢性呼吸器疾患・慢性心疾患・慢性腎疾患・慢性肝疾患・神経疾患・神経節疾患・血液疾患・糖尿病・疾
患や治療に伴う免疫抑制状態・小児科領域の慢性疾患で入院中または通院中のかた。（ご自身が対象になるか
どうかは、かかりつけの医師にご相談ください。）

　　新型インフルエンザワクチン接種費用の負担軽減について

優先接種対象者で生活保護世帯及び町民税非課税世帯に属するかたの新型インフルエンザワクチン接種費用
全額を免除します。該当するかたは接種前に健康福祉課で負担軽減申請手続きをしてください。
　　▼受付窓口　健康福祉課健康推進係（健康福祉センター内）
　　▼受付時間　平日（午前８時30分～午後５時15分）
　　▼申請に必要なもの　印鑑

　　優先接種対象者の新型インフルエンザワクチン接種が開始されます

　対象に該当するかたは、かかりつけ医療機関などで接種を受けることができます。
　詳しくは、10月22日付けの全戸配布文書「新型インフルエンザワクチン接種について」をご覧ください。

　　季節性インフルエンザの予防接種について

各医療機関で季節性インフルエンザの予防接種が開始されています。接種をご希望のかたは各医療機関に電
話でお問い合わせください。
65歳以上のかたと満60歳から満64歳までの心臓・人造などに障がいのあるかた（身体障害者手帳１級程度）
のかたを対象に接種費用のうち1,000円を町で助成しています。
☆詳しくは、広報しらたか10月13日号、または町ホームページをご覧ください。

■問い合わせ　
新型インフルエンザ対策本部事務局（健康福祉課健康推進係）☎86－0210

１

２

３

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

こ
の
度
、
白
鷹
町
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
に
竹
田
寛
治
さ
ん
（
荒

砥
乙
在
住
）が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
は
10
月
31
日
か
ら
２
年
間
）

　

前
会
長
の
竹
田
恵
一
さ
ん
は
、

平
成
７
年
か
ら
14
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
退
任
に
あ

た
り
、
白
鷹
町
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
長
あ
い
さ
つ

　
「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
の
た
め
、
町
民
の
み
な
さ

ん
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
み
な

さ
ん
、
社
会
福
祉
施
設
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
力
を

合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

竹田寛治さん
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町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
税
金
及
び
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
そ
れ

ぞ
れ
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
納

期
限
が
あ
り
ま
す
。（
納
付
書
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
４
月
に

配
布
さ
れ
た
町
報
「
つ
づ
り
こ
み

表
紙
」
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。）

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
？

○
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
か
た

は
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

○
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
る
か
た

は
、
ま
ず
口
座
振
替
不
能
通
知
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
納

付
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
督
促
状

が
発
送
さ
れ
ま
す
。

督
促
状
が
届
い
て
も
放
っ
て
お
く

︵
納
付
し
な
い
︶
と
？

◎
納
付
書
・
口
座
振
替
と
も
に
、

督
促
状
発
送
後
も
納
付
が
な
い
状

態
が
続
く
と
、
一
般
的
に
は
催
告

（
臨
戸
・
電
話
・
文
書
な
ど
）
に

移
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
が
な

い
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
勤
務

先
へ
の
給
料
の
照
会
や
取
引
先
へ

の
売
掛
金
の
照
会
、財
産
（
預
金
・

保
険
・
動
産
・
不
動
産
な
ど
）
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
後
差
し
押
え

に
移
り
ま
す
。差
し
押
え
た
動
産
・

不
動
産
は
公
売
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
な
ど
）
に
よ
り
換
価
し
、

税
金
に
充
当
し
ま
す
。

※
納
期
限
を
一
定
期
間
以
上
経
過      

　

す
る
と
延
滞
金
が
発
生
し
、
さ

　

ら
に
納
付
額
が
増
加
し
ま
す
。

※
年
末
が
近
く
な
り
ま
し
た
。
お

　

手
持
ち
の
納
付
書
を
ご
確
認
の

　

う
え
、
も
し
現
在
納
期
限
が
過

　

ぎ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
お
早
め
に
納
め
て
い
た
だ

　

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
出
納
課
収
納
係

（
☎
85

－

６
１
０
６
）

税
務
出
納
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　
－　

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

－

　　まだ特別徴収されていない事業主のかたへ

個人住民税は特別徴収で納めましょう！

　個人住民税の特別徴収は、所得税の源泉徴収と同様に、給与支払者（事業主）が、給与所得者
（従業員）に毎月支払う給与から個人住民税を引き落とし、納税義務者である従業員に代わって、
各従業員のお住まいの市町村に納入していただく制度です。

　地方税法第３２１条の４の規定により、原則として、事業主は法人・個人を問わず、
従業員の個人住民税を特別徴収していただくことになっています。

①事業主の皆さんから、各従業員のお住まいの市町村へ給与支払報告書を提出していただきます。
②～③この報告書に基づき、市町村では、従業員ごとの個人住民税の税額を計算し、特別徴収し
　ていただく税額を事業主の皆さんにお知らせします。
④～⑤毎月の給与の支払いの際、この税額を引き落としていただき、翌月 10 日（※）までに金
　融機関を通じて市町村に納入していただくことになります。
※従業員が常時 10 人未満の場合、申請により年２回の納期にすることもできます。
■問い合わせ　税務出納課町民税係（☎ 85 － 6132）

市町村 給与支払者
（事業主）

給与所得者
（従業員）

①給与支払報告書の提出
（１月 31 日まで）

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
（５月 31 日まで）

④毎月の給与から税額
を引き落とし（６月か
ら翌年５月まで）

③特別徴収税額の通知

⑤個人住民税の納入
（翌月 10 日まで）

④給与の支払い

[ ]
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町
で
は
、
翌
年
３
月
ま
で
除
雪

作
業
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
も
円

滑
に
除
雪
を
行
う
た
め
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
障
害
物
に
は
除
去
や
目
印
を
立

　

て
て
く
だ
さ
い

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど(

高

さ
４
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の)

が

出
て
い
る
と
除
雪
が
出
来
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
切
っ
て
い
た
だ
く
か
取

り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側
溝
の

上
に
置
い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥
料

・
石
な
ど
も
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ

た
り
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
除
雪
前
に
目
印(

長

さ
３
メ
ー
ト
ル
以
上
の
棒
の
先
に

赤
い
布
な
ど
の
目
印
を
つ
け
る)

を
立
て
て
下
さ
い
。

●
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ

　

さ
い

　

道
路
は
人
や
車
の
通
る
場
所
で

す
。
道
路
に
雪
を
出
す
と
路
面
凍

結
の
原
因
に
な
る
ほ
か
、
路
面
が

凹
凸
に
な
り
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら
道
路
に
雪
が

落
ち
る
場
合
は
危
険
な
の
で
「
な

で
止
め
」
な
ど
で
防
止
し
、
屋
根

か
ら
落
と
し
た
雪
は
道
路
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
側
溝
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ

　

さ
い

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て

も
水
温
が
低
い
た
め
、
雪
は
な
か

な
か
融
け
ま
せ
ん
。
捨
て
た
雪
が

側
溝
を
せ
き
止
め
、
溢
れ
た
水
が

道
路
に
流
れ
だ
し
、
住
宅
の
床
上

ま
で
浸
水
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

側
溝
に
は
絶
対
に
雪
を
捨
て
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
流
雪
溝
（
雪
を
捨
て
て

も
い
い
特
殊
な
側
溝
）
と
し
て
整

備
し
た
側
溝
が
あ
る
場
合
は
少
し

除
雪
範
囲
を
広
げ
、
除
雪
車
が
残

  

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の

除
雪
支
援
に
つ
い
て

し
た
雪
も
捨
て
て
く
だ
さ
る
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
道
路
に
は
車
を
と
め
な
い
で
く

　

だ
さ
い

　

道
路
に
駐
車
す
る
と
、
除
雪
作

業
の
支
障
に
な
る
ば
か
り
か
、
吹

雪
や
夜
間
は
交
通
事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
路
上

駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
雪
道
の
通
行
に
つ
い
て

　

冬
道
は
天
候
と
同
様
、
そ
の
と

き
折
々
に
変
化
し
大
変
危
険
で
す
。

十
分
な
時
間
の
余
裕
と
安
全
運
転

・
通
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
町

道
の
除
雪
実
施
基
準
は
道
路
上
の

新
雪
降
雪
10
㌢
で
す
。
拡
幅
除
雪

・
圧
雪
ザ
ケ
取
り
な
ど
は
そ
の
都

度
判
断
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
除
雪
作
業
は
常
に
安
全
第

一
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
運
転

者
は
す
べ
て
一
人
と
な
り
ま
す
の

で
除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
要
望
対
応
に
つ
い
て

　

玄
関
先
や
車
庫
の
出
入
口
な
ど

へ
、
除
雪
作
業
に
よ
る
雪
を
置
い

て
い
か
な
い
で
ほ
し
い
な
ど
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
除
雪
作
業
は
沿
道
の
一

軒
一
軒
の
出
入
口
除
雪
や
、
各
家

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

冬
�
迎
�
�
�
�
�
�

　

町
で
は
、
自
力
で
除
雪
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
世
帯
な

ど
を
対
象
に
、
作
場
道
、
里
道
な

ど
町
道
以
外
の
道
路
の
除
雪
支
援

を
行
い
ま
す
。

○
対
象
道
路　

作
場
道
、
里
道
な

　

ど
町
道
以
外
の
道
路
（
私
有
地

　

は
対
象
外
で
す
。）

○
対
象
者　

65
歳
以
上
の
老
人
世

　

帯
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
世

　

帯
○
経
費　

原
則
と
し
て
町
、
地
元

　

（
区
な
ど
）
が
負
担
し
ま
す
。

○
申
請　

申
し
込
み
す
る
か
た
は

　

「
白
鷹
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

克
雪
支
援
事
業
申
請
書
」
を
地

　

元
区
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
各
区
長
、
ま
た
は
建

　

設
水
道
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
締
切　

11
月
25
日
（
水
）

○
そ
の
他　

町
道
通
学
路
を
優
先

　

と
し
た
除
雪
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
道
路

　

に
つ
い
て
の
除
雪
は
、
ご
希
望

　

に
そ
え
な
い
日
時
に
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

庭
の
生
活
時
間
に
合
わ
せ
て
作
業

を
行
う
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
す
。

委
託
業
者
に
最
善
の
注
意
を
呼
び

か
け
で
き
る
限
り
改
善
に
努
め
ま

す
の
で
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
各
地
域
で
ご
協
力
を
お
ね
が
い

し
ま
す

　

今
増
え
て
い
る
独
居
老
人
世
帯

や
老
人
夫
婦
世
帯
、
ま
た
母
子
家

庭
な
ど
は
、
雪
に
か
か
わ
る
負
担

が
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
各

地
域
に
お
い
て
も
除
雪
が
困
難
な

家
庭
に
配
慮
い
た
だ
き
、
近
所
の

か
た
に
よ
る
除
雪
作
業
な
ど
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
土
木
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
85

－

６
１
４
２
）
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　町の英語指導助手「リアム」とお茶とお菓子で楽
しいおしゃべりをする企画です。白鷹ではめったに
ふれることのない英語・異国のかたですが、お茶と
お菓子があれば、楽しい交流の時間になるのではな
いでしょうか。
　リアムと一緒に楽しいひとときをすごしませんか。

▼日程・内容
１回目　11月18日（水）自己紹介
２回目　12月２日（水）異国の食文化について
３回目　12月16日（水）異国の生活・ふるさとを知る
４回目　１月19日（火）リアムの食事再現
５回目　２月２日（火）日本文化にふれる
▼時　間　
　毎回午後７時30分～午後９時
※１回目以降のプログラムは変更となることもあり
　ますのでご承知おきください。
▼場　所　白鷹町中央公民館
▼参加料
　1,500円（５回分）
　※１回目（11月18日）の際に集金します。
▼定　員　２０人
■申込・問い合わせ　中央公民館　担当：大木
　　　　　　　　　　（☎85－6143）　　

モ
ン
テ
絆
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

モ
ン
テ
絆
応
援
チ
ケ
ッ
ト
（
割

引
チ
ケ
ッ
ト
）
の
販
売
と
無
料
チ

ケ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

▼
ど
こ
で　

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ

ア
ム
山
形
（
天
童
市
）

▼
対
戦
相
手　

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ

▼
割
引
チ
ケ
ッ
ト　

一
般
用
（
３

０
０
０
円
）
↓
２
２
０
０
円
（
30

枚
限
定
）

▼
無
料
チ
ケ
ッ
ト　

小
中
高
生
が

対
象
に
な
り
ま
す
。（
20
枚
限
定
）

▼
締
め
切
り　

11
月
16
日
（
月
）

▼
モ
ン
テ
絆
リ
ボ
ン　

サ
ポ
ー
タ

ー
・
選
手
・
ク
ラ
ブ
が
心
を
一
つ

に
残
留
を
か
け
た
残
り
試
合
を
た

た
か
う
た
め
に
、
願
い
を
込
め
て

常
に
身
に
付
け
て
い
く
も
の
で
す
。

※
リ
ボ
ン
は
教
育
委
員
会
に
若
干

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　私の故郷はアデレード（オーストラリア）です

が、タスマニア島やメキシコ、シンガポールなど

でも暮らした経験があります。私は何事にも熱心

になる性格です。自分の視野を広げたり、人生経

験を豊にするため常に新たな目標に挑戦していま

す。

　音楽に夢中で、バンドでギターを弾いています。

好きなスポーツはサッカーで、友人たちと室内サ

ッカーを楽しんでいます。ほかには、デザインが

趣味で、家具のデザインをしたり作成しています。

　みなさんよろしくお願いします。

リアムとティータイム

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

白
鷹
町
応
援
デ
ー

　

初
め
て
Ｊ
１
に
昇
格
し
た
今
シ

ー
ズ
ン
の
最
終
戦
で
す
。
初
戦
の

よ
う
な
戦
い
（
６
対
２
で
ジ
ュ
ビ

ロ
磐
田
に
勝
利
）
で
来
シ
ー
ズ
ン

に
つ
な
が
る
よ
う
、
皆
さ
ん
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

12
月
５
日
（
土
）

　
　

午
後
３
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

▼
ど
こ
で　

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ

ア
ム
山
形
（
天
童
市
）

▼
対
戦
相
手

　
　

横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

※
白
鷹
町
に
在
住
、
在
勤
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

ど
）
を
持
参
さ
れ
る
と
、
会
場
チ

ケ
ッ
ト
売
場
に
て
バ
ッ
ク
ス
タ
ン

ド
南
席
を
当
日
料
金
の
50
％
引
き

で
購
入
で
き
ま
す
。
小
中
高
生
に

は
無
料
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

（
中
学
生
・
高
校
生
は
生
徒
手
帳

を
提
示
く
だ
さ
い
。）

※
な
お
、
町
教
育
委
員
会
で
も
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
早
め
に
購
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員

会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

Ｊ
１
残
留
�
心
を
一
つ
に
・
ス
�
ジ
ア
ム
に
集
ま
れ
�

（Tea Time　with　Liam）

こんにちは　リアム　です

自己紹介
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　10月15日、東高玉地区で蚕桑地域保全協
議会主催による河川の生き物調査が行われ
ました。今回は、蚕桑小学校の４～６年生
まで17人が参加し、アユやカジカ、ナマ
ズ、カニなどを捕まえて観察しました。「カ
ジカは、きれいな水にしか生息しない魚な
ので、これからもカジカが住み続けられる
よう、環境を意識して生活してください。」
と説明を受けるとみんな大きくうなずき、
環境の大切さを実感していました。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

小
学
生
��
生
�
物
調
査
�

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　10月24日、パワーセンターでおすぎさん
のシネマトークが行われました。映画評論
家として「少しでも多くの人に映画を見て
もらいたい」ということを話され、最近話
題の邦画について、独自の目線から厳しく
批評し、映画の見方などについても教えて
いただきました。また、開会に先立ち、映
画を通してこれまで10年間生涯教育の発展
にご尽力いただいたことに対し、町長から
表彰状が贈呈されました。

　10月18日、マグニチュード７・７の地震
を想定した町総合防災訓練が、鮎貝小学校
を主会場に行われました。タオルで負傷
者を搬送する訓練や、消火器を使った初期
消火訓練などが、地元住民の皆さんや鮎貝
小学校の協力をいただきながら実施されま
した。また、赤十字奉仕団による炊き出し、
防災ヘリ「もがみ」による救助など、本番
を想定した様々な訓練が行われ、防災意識
を高める１日となりました。

災
害
�
�
�
�
�
�
�
�
�
分
�
�
�
�

�

町
総
合
防
災
訓
練
実
施

鷹
山
チ
ー
ム
が
２
連
覇

１
位　

鷹　

山　

２
時
間
33
分
05
秒

２
位　

鮎　

貝　

２
時
間
36
分
40
秒

３
位　

東　

根　

２
時
間
37
分
21
秒

４
位　

荒　

砥　

２
時
間
37
分
54
秒

５
位　

十　

王　

２
時
間
38
分
32
秒

６
位　

蚕
桑
Ａ　

２
時
間
42
分
27
秒

７
位　

蚕
桑
Ｂ　

２
時
間
51
分
29
秒

☆
区
間
新
記
録

第
１
区　

五
十
峯
宏
治
（
十
王
）

３
分
39
秒
（
１
・
３
㎞
）

第
６
区　

大
嶋　

真
道
（
鷹
山
）

12
分
52
秒
（
３
・
９
㎞
）

第
７
区　

高
橋　

彩
花
（
東
根
）

６
分
55
秒
（
２
・
１
㎞
）

第
８
区　

高
野　
　

光
（
鮎
貝
）

９
分
07
秒
（
２
・
８
㎞
）

第
９
区　

小
川　

直
也
（
鷹
山
）

12
分
57
秒
（
３
・
５
㎞
）

白
鷹
町
誕
生
55
周
年
記
念

地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

来
年
�
�
�
白
鷹
�
�

�

近
藤
房
之
助
�
�
�
in
�
�
�
�

　10月25日、荒砥地区公民館で近藤房之助
さんのライブが行われました。近藤さんは
「アジア国際音楽祭 in しらたか」から白
鷹と関わりがあるかたで、趣味の自転車で
白鷹町内を走り「白鷹の景色は最高！」と
言っていただいています。来年は、町内で
自転車を通したイベントを考えているとの
こと。当日は、ファンや地元のかたなど約
50人が駆け付け、力強く優しいブルースに
耳を傾けていました。
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　10月31日から11月３日までの４日間、白
鷹町芸術祭が行われました。今年は中央公
民館大ホールが使用できないということか
ら、オープンしたばかりのあゆーむが会場
となりました。ホールでは、この日のため
に練習してきた歌や踊り・演奏が披露され、
ギャラリーなどでは華道や絵画など、幅広
い世代のかたの作品が展示されました。あ
ゆーむで行われる芸術祭は、中央公民館と
はまた違った魅力を醸し出していました。

今
年
�
�
�
�
�
�
開
催

�

第
39
回
白
鷹
町
芸
術
祭

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

10
月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
、
第

22
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
祭
が
宮
崎
県
で
開
催
さ

れ
、
白
鷹
レ
デ
ィ
ー
ス
（
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
）
が
山
形
県
代
表
で

出
場
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
レ
ク
は
勝
敗
を
重
視
す
る

「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
」
と
は
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
を
楽
し
む
た
め

の
大
会
で
す
。
白
鷹
レ
デ
ィ
ー
ス

は
監
督
・
コ
ー
チ
以
下
13
人
が
出

場
し
、
17
日
は
総
合
開
会
式
の
後
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
の
日
向
市
で

他
県
の
選
手
と
交
流
を
深
め
、
18

日
は
滋
賀
県
、
19
日
は
大
分
県
の

代
表
チ
ー
ム
と
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
２
試
合
と
も
惜

敗
と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
全
国

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
愛
す
る
チ
ー

ム
と
交
流
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
地
域
主
権
�
時
代

�

北
川
正�

�

恭�

�

氏
講
演
会　10月31日、パワーセンター白鷹で「まち

づくり講演会」が行われました。「マニフェ
スト」を提唱したことで有名な早稲田大学
大学院教授の北川正恭さんが講演され、「固
定観念に縛られず、おかしなことに気づい
たら自分たちで行動し、仲間とともに大き
な力に変えること。そしてだれもが対等な
立場になって考えることが真の地域づくり
につながる」と話され、町の総合計画策定
へ向けたアドバイスもいただきました。

　10月31日、グリーンセンター前で農業祭
が行われ、白鷹産米沢牛をはじめ自然の恵
みいっぱいの農産物が販売されました。ま
た、今年は山形県期待の新品種である「つ
や姫」のおにぎりが振る舞われるというこ
とで、開始前から長蛇の列ができ、200個
準備されたおにぎりはあっという間になく
なっていました。保育園児を招待した餅つ
きや、ちびっ子力自慢（俵あげ）なども開
催され、会場は活気に満ちていました。

�
�
�
姫
�
�
�
�
�
大
人
気
�

�

白
鷹
町
農
業
祭

　白鷹町食の文化街道推進会議が主催した
郷土食伝承事業が、町内各小学６年生を対
象に行われました。10月28日に行われた東
根小対象事業では、どりいむ農園の女性部
のかたなどが作った栗ごはんやひや汁など
の郷土料理を食べました。栗ごはんが一番
人気で、３杯食べる児童もいるなど、全員
きれいに完食していました。子どもたちは、
この事業を通して、食や自分が住む地域の
食材の大切さをしっかり学んでいました。

�
�
�
�
食
�
�
�
地
域
�
食
材
�

�

郷
土
食
伝
承
事
業

白鷹レディースの皆さん
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◆
最
優
秀
賞

　

佐
藤　

晴
美
（
鮎
貝
小
６
年
）

「
届
け
よ
う　

私
の
思
い
と　

あ

な
た
の
思
い
」

◆
優
秀
賞

　

菅
原　

光
翼
（
荒
砥
小
１
年
）

「
パ
パ
と
マ
マ　

ち
ゃ
ん
と
え
ら

ん
で　

ぼ
く
ら
の
た
め
に
」

　

奥
山　

大
地
（
荒
砥
小
６
年
）

「
し
ま
っ
た
と　

こ
う
か
い
し
な

い　

え
ら
び
か
た
」

　

梅
津　

和
揮
（
東
中
１
年
）

「
さ
そ
い
合
い　

明
る
い
社
会　

そ
の
一
票
」

　

衣
袋　

賢
太
（
東
中
２
年
）

「
変
え
て
み
よ
う　

未
来
を
あ
な

た
の　

一
票
で
」

　

大
滝　

翠
華
（
西
中
３
年
）

「
選
挙
権　

ム
ダ
に
で
き
な
い　

宝
物
」

　

横
山　

実
咲
（
荒
砥
高
３
年
）

「
自
覚
し
よ
う　

政
治
が
動
く　

１
票
の
責
任
」

◆
入
選

●
小
学
校
低
学
年
の
部

　

安
部　

海
都
（
荒
砥
小
１
年
）

　

大
宮　

遥
斗
（
荒
砥
小
２
年
）

　

紺
野　

日
和
（
鷹
山
小
３
年
）

　

渡
邉　

海
飛
（
荒
砥
小
３
年
）

●
小
学
校
高
学
年
の
部

　

竹
田　

詩
苑
（
荒
砥
小
４
年
）

　

丸
川　

岬
太
（
蚕
桑
小
４
年
）

　

紺
野　

郁
未
（
鷹
山
小
５
年
）

　

新
野　

真
希
（
東
根
小
５
年
）

●
中
学
１
年
の
部

　

五
十
嵐　

葵
（
西
中
）

　

宍
戸　

佑
衣
（
西
中
）

　

齋
藤　

花
歩
（
東
中
）

　

髙
橋
南
美
江
（
東
中
）

●
中
学
２
年
の
部

　

小
口　

直
人
（
西
中
）

　

小
林　

克
将
（
西
中
）

　

古
瀬　

峻
人
（
西
中
）

　

梅
津　

佑
太
（
東
中
）

●
中
学
３
年
の
部

　

佐
藤　

真
帆
（
西
中
）

　

安
久
津
里
彩
（
東
中
）

　

紺
野　
　

蘭
（
東
中
）

　

中
川　

真
結
（
東
中
）

●
高
校
の
部

　

東
海
林
綾
乃
（
荒
砥
高
１
年
）

　

遠
藤　
　

華
（
荒
砥
高
１
年
）

　

大
場
小
由
美
（
荒
砥
高
２
年
）

　

菊
地　

愛
美
（
荒
砥
高
２
年
）

　

平
成
21
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
入
賞
者

平
成
21
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
入
賞
者

　

西
置
賜
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員

会
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県
内

各
地
44
人
の
か
た
よ
り
96
点
の
応

募
が
あ
り
審
査
の
結
果
次
の
３
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
消
防
本
部
で
は
こ
れ
ら

の
優
秀
作
品
を
広
報
活
動
に
幅
広

く
活
用
し
、
早
期
設
置
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
最
優
秀
作
品
（
１
点
）

「
警
報
器　

託
す
我
が
家（
い　

　

え
）わ
が
生
命
（
い
の
ち
）」

　

大
泉　

眞
さ
ん
（
寒
河
江
市
）

○
優
秀
作
品
（
２
点
）

・「
君
ま
も
る　

火
災
警
報
器　

　

寝
ず
の
番
」

　

佐
藤
博
子
さ
ん
（
長
井
市
）

・「
警
報
器　

つ
け
て
ま
す
ま
す

　

火
の
用
心
」

　

松
谷
忠
和
さ
ん
（
米
沢
市
）

■
問
い
合
わ
せ

　

西
置
賜
幼
少
年
婦
人
防
火
委

員
会
事
務
局（
西
置
賜
行
政
組
合

消
防
本
部
予
防
課
内
）（
☎
88

－

１
７
９
７
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

　
　

推
進
標
語
に
つ
い
て

◆
童
門
冬
二
賞

　

佐
藤　

美
咲
（
荒
砥
高
２
年
）

「
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」
を
読
ん
で

◆
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　

佐
藤　

大
和
（
東
中
２
年
）

｢

戦
艦
大
和
の
最
後
」
を
読
ん
で

◆
教
育
長
賞

　

齋
藤　

遥
香
（
東
根
小
３
年
）

か
わ
い
い
と
き
も
、
か
わ
い
く
な

い
と
き
も

　

青
木　
　

豪
（
荒
砥
小
３
年
）

｢

イ
シ
ガ
メ
の
里｣

を
読
ん
で

◆
図
書
館
長
賞

　

新
野　

愛
麻
（
蚕
桑
小
２
年
）

わ
た
し
の
し
っ
ぱ
い
に
も
か
ん
ぱ

い
！

　

大
木　

佳
純
（
東
根
小
６
年
）

大
切
な｢

命｣

　

菅
野　

真
由
（
西
中
２
年
）

人
を
変
え
る
の
は｢

人
と
の
出
会

い｣

　

米
川　

志
穂
（
荒
砥
高
１
年
）

仲
間

　

皆
川　

清
彦
（
一
般
・
蚕
桑
）

「
21
世
紀
の
歴
史｣

を
読
ん
で

◆
入
選

●
小
学
生
の
部　

　

樋
口　
　

凱
（
蚕
桑
小
１
年
）

　

梅
津　
　

翼
（
荒
砥
小
１
年
）

　

船
山　

瑠
音
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

新
野　

紗
弥
（
荒
砥
小
２
年
）

　

青
木　

七
海
（
荒
砥
小
２
年
）

　

小
林　

優
真
（
東
根
小
２
年
）

　

澤
田
多
喜
也
（
鮎
貝
小
３
年
）

　

伊
藤　
　

菫
（
荒
砥
小
３
年
）

　

竹
田　

詩
苑
（
荒
砥
小
４
年
）

　

川
井　

遥
香
（
荒
砥
小
４
年
）

　

山
川　

喜
輝
（
鷹
山
小
４
年
）

　

新
野　

右
京
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

安
達　

有
夏
（
東
根
小
５
年
）

　

新
田　

ゆ
い
（
荒
砥
小
６
年
）

●
中
学
生
の
部

　

梅
津　

舞
耶
（
東
中
１
年
）

　

海
老
名
縄
子
（
東
中
２
年
）

　

新
野　
　

翔
（
東
中
２
年
）

　

丸
川　
　

望
（
西
中
３
年
）

　

小
関
万
里
絵
（
東
中
３
年
）

●
高
校
生
の
部

　

樋
口
奈
那
美
（
荒
砥
高
３
年
）

※
10
月
31
日
、
芸
術
祭
の
開
会
に

先
立
ち
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
41
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

第
41
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
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Ａ男「先生問題です。夜泣く虫は？」

保「えーいっぱいいてわかんないなー」

　「ヒントは？」

Ａ男「きれいな音で泣くのよ」

　「もお…すずめ虫でしたー！」

保「え～そんな虫いた？」

Ａ男「いるよ、黒くて羽根こうなるの」

保「あ～、もしかしてすず虫のこと？」

Ａ男「あー！そうかも」（笑）

佳
作　

や
ん
わ
り
と
亭
主
の
言
い
訳
け
裏
が
あ
る　

鮎　

貝　

増
田　

栄
子

〃　
　

や
ん
わ
り
と
交
わ
す
言
葉
に
裏
が
あ
る　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

こ
と
わ
り
の
電
話
や
ん
わ
り
や
っ
て
来
る　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

や
ん
わ
り
と
諭
す
言
葉
に
意
義
が
あ
る　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

や
ん
わ
り
と
孫
抱
く
深
い
血
の
絆　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

嫁
姑
や
ん
わ
り
長
く
い
つ
ま
で
も　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

や
ん
わ
り
と
笑
顔
の
裏
の
腹
の
底　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

人
と
人
の
会
話
や
さ
し
く
や
ん
わ
り
と　
　

小
山
沢　

安
達
よ
し
ゑ

〃　
　

や
ん
わ
り
と
ど
こ
か
き
び
し
い
母
の
文　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

豊
作
の
味
や
ん
わ
り
と
炊
け
て
居
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

や
ん
わ
り
と
包
む
一
言
老
い
の
智
恵　
　
　

広　

野　

上
野　

礼
子

　
　
　

や
ん
わ
り
と
煮
え
た
大
根
母
の
味　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

秀
句　

や
ん
わ
り
と
話
せ
ば
そ
の
場
丸
く
な
る　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

や
ん
わ
り
と
言
っ
て
核
心
突
い
て
来
る　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

正
論
で
や
ん
わ
り
た
た
く
影
法
師　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

や
ん
わ
り
と
説
い
た
口
調
に
棘
が
あ
り　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

や
ん
わ
り
と
肌
も
む
手
先
親
の
肩　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

性
格
が
や
ん
わ
り
し
て
る
父
と
母　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

角
立
て
ず
や
ん
わ
り
断
る
年
の
功　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

孫
た
ち
と
や
ん
わ
り
笑
顔
祖
母
の
わ
ざ　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

や
ん
わ
り
と
笑
顔
に
痛
み
癒
さ
れ
る　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

一
呼
吸
お
い
て
や
ん
わ
り
話
し
か
け　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

五
客　

叱
る
前
や
ん
わ
り
聞
い
て
誉
め
て
や
る　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

や
ん
わ
り
の
母
の
説
得
逆
ら
え
ず　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

や
ん
わ
り
と
話
せ
ば
心
丸
く
な
る　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

叱
る
よ
り
や
ん
わ
り
さ
と
す
親
心　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

や
ん
わ
り
と
母
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
る　
　
　

畔　

藤 
 

川
井　

千
代

人
位　

や
ん
わ
り
と
心
が
和
む
茶
の
間
の
灯　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

地
位　

や
ん
わ
り
と
諭
さ
れ
生
き
る
道
を
知
り　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

天
位　

や
ん
わ
り
と
話
す
笑
顔
に
聞
く
笑
顔　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

軸　

わ
だ
か
ま
り
や
ん
わ
り
解
け
て
座
が
温
い　
　
　
　
　
　
　

美　

笑

次
回　

「
祭
」
十
一
月
末
ま
で
。「
写
真
」
十
二
月
末
ま
で

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　　
　

や
ん
わ
り　
　
　

安
部　

美
笑　

選

「すずめ虫…？」「ことりの運動会」
　ある日、遠足に行く途中…電線に

たくさんのすずめが並んでいました。

子「あっ、鳥いっぱい！」と近づき

大声をあげると、鳥は一斉に飛び立

ってしまいました。

子「運動会しったみたいだ」

保「ほんとだ、みんなみたいだね」

子「一番早く飛んだ鳥、ぼくみたい」

保「そうだね・・・」

あゆかい保育園

　フラワー長井線まつりにおい
て、長井線のマスコットの愛称
が発表されました。このマスコ
ットは開業20周年を記念して昨
年作成され、山形鉄道株式会社
が７月から８月末日まで愛称を
募集していました。
　北海道から沖縄まで合計で
1356通の応募があり、審査の
結果、川西町の奥山康希くん
の作品「花笑（はなえ）ちゃん」
が選ばれました。今後オリジナ
ル商品などに活用されるそうで
す。

　10月25日、フラワー長井線まつりが行われまし
た。荒砥高校吹奏楽部の演奏でスタートし、あら
と保育園児のバルーンなどの催しものやミニＳＬ
の運行が行われ、多くの家族連れで賑わいました。
当日は片道100円で長井線が乗り放題ということ
もあり、長井・宮内会場から足を運んでくださっ
たかたもいました。この祭りをきっかけに、たく
さんのかたに乗っていただき、地域みんなで長井
線を守っていきたいですね。

ラ ーワ 長 井 線 ま つ りフ

あ
ら
と
保
育
園
児
に
よ
る
バ
ル
ー
ン



　
町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、
町民の皆さんを対象に、元気ニコニコ21アンケートを実施しました。
〔元気ニコニコ21アンケート〕
問　何かに挑戦して「やったぁ！」と思ったことがありますか。
　答　①ある　②ない　③記入なし
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“元気ニコニコしらたか21” を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ
しらたか21

元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画
白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
　元気いっぱい子どもの健康づくり～　元気いっぱい育つために
　○心豊かに元気に育つ　　このようなことを目指します。
　そのためには　
　□外で元気に遊ぶ　　□年の違う友達と遊ぶ
　□感動することで豊かな心を育む　　このようなことが大切です。

　“感動することで豊かな心を育む暮らし”とは

　☆できなかったことに挑戦し、できるようになって
　　「やったぁ！」と感動する　　　　　こんな暮らしのことです。

健康のひろば健康のひろば

中間評価

「やったぁ！」と
感動する子どもが
増えました！

平成 15 年
平成 22 年目標

平成 20 年

人 ％ 人 ％

①ある 119　 72.6%
　「①ある」の比率

を 100.0％にする。

131　 87.9%

②ない 27　 16.5% 15　 10.1%

③記入なし 18　 10.9% 3　 2.0%
計 164　 100.0% 149　 100.0%

�
�
�
�
�
心

-

太
鼓
�
音
�
鳴
�
響
�-

　
　
　
　
　
　
　
　

鮎
貝
子
獅
子
連�

小
口
裕
之

�

�

10
月
12
日
、
鮎

貝
八
幡
宮
祭
り
、

今
年
も
鮎
貝
小
の

子
獅
子
舞
が
神
社

を
ス
タ
ー
ト
。
鮎

貝
小
に
獅
子
を
納

め
る
ま
で
５
時
間

の
獅
子
舞
が
続

く
。
太
鼓
の
音
が

止
ま
り
、
慌
て
て

打
ち
出
す
子
獅
子

達
。「
追
っ
た
ぞ
。」

ま
た
、
ダ
ダ
ン
コ

の
リ
ズ
ム
が
始
ま
る
。

　

お
祭
り
は
、
子
獅
子
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の
発
表

の
場
で
あ
り
、
大
き
く
成
長
さ
せ
る
。
高
校
生
の
大

輔
君
、
雄
大
君
が
太
鼓
を
打
ち
、
踊
り
だ
す
。
沿
道

の
大
人
の
人
が
ダ
ダ
ン
コ
の
ば
ち
を
持
つ
。
自
分
の

子
獅
子
時
代
を
思
い
な
が
ら
。
い
ろ
ん
な
所
で
子
獅

子
達
と
地
域
の
方
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
域
の
か

た
が
た
の
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
が
子
獅
子
た
ち
に
パ

ワ
ー
を
く
れ
る
。

　

朝
、
ス
タ
ー
ト
前
。
神
妙
な
顔
を
し
て
頭
を
垂
れ

お
払
い
を
し
て
も
ら
う
子
獅
子
た
ち
。
ふ
る
さ
と
の

心
が
身
体
に
染
み
込
ん
で
い
く
よ
う
だ
。

　

鮎
貝
小
で
よ
う
や
く
獅
子
を
納
め
、
大
喝か

っ

采さ
い

の
拍

手
を
も
ら
う
。
一
人
ひ
と
り
の
顔
に
、
今
年
も
や
り

遂
げ
た
満
足
で
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
が
広
が
っ
た
。

「
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
」
に
挑
戦

荒
砥
小
３
年　

中
嶋　

遥
人　

　

走
る
こ
と
は
前
か
ら
好
き
で
、
サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
少
で
も
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
に
１
年
生
か

ら
出
場
し
て
、
２
年
生
の
と
き
に
初

め
て
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

入
賞
目
指
し
て
、
友
達
や
弟
と
一
緒

に
練
習
し
て
、
１
位
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　

来
年
も

ま
た
、
若

鮎
マ
ラ
ソ

ン
に
挑
戦

し
ま
す
。

元
気
な
子
�
�
た
�
を

紹
介
し
ま
す



支出日 区　分 支出額 ( 円 ) 内　　　　容

10 月  2 日 贈答品 33,600 鮎まつり招待券

10 月  5 日 御祝 3,400 杉沢中央公園竣工式

10 月  7 日 御祝 3,360 町道針生前田入線、 針
生袖ノ入線竣工祝賀会

10 月 13 日 御祝 3,000 鮎貝八幡宮例大祭

10 月 15 日 御祝 50,000 文屋正道氏叙勲祝賀会

10 月 19 日 香典 5,000

10 月 30 日 香典 1,000

計 108,360 
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10月の町長交際費

平成21年10月に支出された町長交際費についてお知らせ
します。
■問い合わせ　総務課総務係（☎85－6120）

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

見
過
ご
さ
な
い

高
齢
者
虐
待　

そ
の
２

■
高
齢
者
虐
待
は
ど
う
し
て　

お

こ
る
？～介

護
に
関
わ
る
虐
待
～

　

在
宅
で
介
護
を
す
る
場
合
、
多

く
の
人
が
家
事
・
仕
事
と
介
護
を

両
立
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
忙
し

い
中
で
一
生
懸
命
介
護
を
し
て
も
、

高
齢
者
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り

認
知
症
が
進
行
し
た
り
と
そ
の
努

力
が
報
わ
れ
な
い
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
生
活
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
と
先
の
見
え
な

い
こ
と
へ
の
不
安
と
、
３
６
５
日

24
時
間
休
み
が
な
い
生
活
で
溜
ま

っ
て
い
く
疲
れ
が
重
な
っ
て
い
く

と
、
介
護
者
の
心
は
不
安
定
に
な

り
怒
り
や
悲
し
み
を
抑
え
き
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

ま
た
、
虐
待
を
受
け
る
高
齢
者

の
多
く
は
認
知
症
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
認
知
症
高
齢
者
の
介
護

は
、
こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
て
き

た
と
お
り
困
惑
さ
せ
ら
れ
た
り
手

間
が
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

介
護
者
の
疲
労
が
大
き
い
こ
と
が

虐
待
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
家
族
が
認
知
症
に
な

っ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
ず
、
高
齢

者
に
無
理
を
強
い
て
し
ま
い
虐
待

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
は
、
親
子
や
嫁
姑
間

な
ど
の
そ
れ
ま
で
の
不
仲
や
、
高

齢
者
本
人
が
自
分
の
不
調
を
嘆
き

過
度
の
介
護
を
強
い
て
い
た
り
、

不
景
気
に
よ
る
失
職
な
ど
の
経
済

的
要
因
な
ど
、
様
々
な
原
因
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

で
す
が
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ

て
も　

高
齢
者
の
心
身
を
傷
つ
け
、

そ
の
尊
厳
を
奪
う
こ
と
は
絶
対
に

あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

　

介
護
を
し
て
い
る
人
は
、
自
分

自
身
の
た
め
に
も
介
護
と
の
上
手

な
付
き
合
い
方
、
力
の
抜
き
方
を

覚
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
た
め
に

●
高
齢
者
本
人
も
、『
若
い
頃
の
よ

　

う
に
動
け
な
い
、
聞
こ
え
に
く

　

い
こ
と
な
ど
に
不
安
と
不
満
を

　

抱
え
て
い
る
』
こ
と
を
理
解
し

ま
し　

ょ
う

●
介
護
の
悩
み
や
愚
痴
な
ど
、
親

　

し
い
人
に
聞
い
て
も
ら
い
ま
し

　

ょ
う

●
疲
労
を
感
じ
た
ら
休
憩
を
と
り

　

ま
し
ょ
う

●
上
手
に
外
出
を
し
て
、
気
分
転

　

換
を
は
か
り
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
か
ら
目
が
離
せ
な
い
、

介
護
が
上
手
く
行
か
な
く
て
悩

ん
で
い
る
、
そ
ん
な
と
き
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
介
護
の

方
法
な
ど
を
工
夫
し
て
、
介
護
す

る
人
も
さ
れ
る
人
も
笑
顔
で
過
ご

せ
る
毎
日
を
目
指
し
て
行
き
ま
し

ょ
う
。

【
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
】

　

毎
月
第
４
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
よ
り
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
介
護

で
の
悩
み
や
不
安
な
ど
が
打
ち
明

け
ら
れ
る
場
所
で
す
。

介
護
の
ご
相
談
…
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）

平
成
21
年
度

山
形
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
各
種
統

計
調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
た
か
た

が
た
で
す
。

■
多
年
従
事

　

遠
藤
美
沙
子
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

白
田　
　

隆
さ
ん
（
鮎
貝
）

■
退
職

　

梅
津　

八
郎
さ
ん
（
浅
立
）

　

髙
木　

善
一
さ
ん
（
山
口
）

　

加
藤　

嘉
郎
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

吉
川　

源
吾
さ
ん
（
鮎
貝
）

お
詫
び
と
訂
正

●
広
報
し
ら
た
か
10
月
13
日
号
２

ペ
ー
ジ
、
町
誕
生
55
周
年
記
念
式

典
の
表
彰
者
一
覧
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

「
本
場
米
流
織
物
工
業
協
同
組
合
」

の
「
米
流
」
は
「
米
琉
」
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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催　し

紬
パ
ー
ク
屋
内
運
動
場
利
用

調
整
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

　

標
記
会
議
の
開
催
に
際
し
、
冬

期
（
12
月
～
３
月
）
の
利
用
申
込

を
以
下
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
冬
期
間
の
利
用
に
関
し
て

は
、
町
内
団
体
を
優
先
と
い
た
し

ま
す
の
で
、
調
整
会
議
の
対
象
は

町
内
団
体
を
対
象
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
冬
期
利
用
実
績

の
あ
る
団
体
に
は
別
途
様
式
を
お

送
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間　

11
月
12
日

（
木
）
～
11
月
17
日
（
火
）
ま
で

（
新
規
団
体
の
み
）

▼
申
込
方
法　

指
定
様
式
に
よ
り

お
申
込
く
だ
さ
い
。（
白
鷹
町
教
育

委
員
会
に
備
え
付
け
）

【
利
用
調
整
会
議
】

▼
い
つ　

11
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階
大

会
議
室

※
利
用
申
込
団
体
に
つ
い
て
は
代

　

表
１
名
必
ず
出
席
く
だ
さ
い
。

※
利
用
調
整
会
議
は
、
申
込
期
間

　

内
に
利
用
申
請
の
提
出
が
あ
っ

　

た
団
体
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育

委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
８
３
）

Ｓ
Ｎ
Ｎ
ｎ
白
鷹
町
記
念
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

　

東
京
学
芸
大
学
の
教
員
有
志
と

卒
業
生
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
、
あ
ゆ
ー
む
の
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

奏
者
は
そ
れ
ぞ
れ
国
際
的
に
活

躍
す
る
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
「
Ｓ
Ｎ
Ｎ
ｎ
」
と
は
、
オ
ー
ケ

　

ス
ト
ラ
奏
者
４
人
の
名
前
の
頭

　

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
23
日
（
月
）

○
第
１
回

　
　

午
後
１
時
30
分　

開
場

　
　

午
後
２
時　

開
演

○
第
２
回

　
　

午
後
６
時　

開
場

　
　

午
後
６
時
30
分　

開
演

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む

▼
入
場
料　

３
０
０
０
円
（
全
席

自
由
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

あ
ゆ
ー
む

■
問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会
事
務
局　

石
川　

（
☎
85

－

１
２
１
１
／
☎
０
９
０

－

８
９
２
３

－

７
０
４
６
）

第
13
回
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

山
形
交
響
楽
団
に
よ
る
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

12
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分　

開
場

　
　
　
　

午
後
３
時　

開
演

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む

▼
入
場
料

　

大
人　

２
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
０
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

あ
ゆ
ー
む
、

ヤ
マ
シ
チ
商
店
、
教
育
委
員
会

■
チ
ケ
ッ
ト
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

実
行
委
員
会
事
務
局　

御
代
田

（
☎
85

－

３
５
２
３
）

山
響
ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

あ
の
有
名
な
「
運
命
」
を
、
山

響
の
演
奏
と
指
揮
者
（
佐
藤
寿
一

氏
）
の
解
説
で
大
解
剖
。
普
段
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
敬
遠
し
が
ち
な
か

た
に
こ
そ
試
し
て
い
た
だ
き
た
い

ユ
ニ
ー
ク
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。

▼
い
つ　

12
月
４
日
（
金
）

　
　
　

午
後
６
時　

開
場　

　
　
　

午
後
６
時
30
分　

開
演

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
民
会
館

▼
入
場
料　

一
般
１
５
０
０
円

（
当
日
２
０
０
０
円
）、高
校
生
以

下
５
０
０
円
（
当
日
７
０
０
円
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

文
翔
館
、

南
陽
市
民
会
館
、
南
陽
市
中
央
公

民
館

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
郷
土
館

「
文
翔
館
」
担
当　

荒
生
（
☎
０

２
３

－

６
３
５

－

５
５
０
０
）

お
見
合
い
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
企
画

ド
キ
ド
キ　

ラ
ブ
・
ト
レ
イ
ン

　

白
鷹
町
商
工
会
青
年
部
で
、
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
を
利
用
し
た
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
し

ま
し
た
。
真
剣
な
出
会
い
を
求
め

て
い
る
皆
さ
ん
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

平
成
22
年
２
月
13
日

（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

▼
集
合
場
所　

荒
砥
駅

▼
参
加
対
象　

20
歳
以
上
の
真
剣

な
出
会
い
を
考
え
て
い
る
か
た

▼
募
集
定
員　

男
性
・
女
性
と
も

に
各
15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

▼
内
容

○
第
１
会
場　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

特
別
車
両
を
利
用
し
た
交
流
会

（
荒
砥
～
赤
湯
間
往
復
）

○
第
２
会
場　

荒
砥
駅
隣
接
、
八

幡
二
公
民
館
で
パ
ー
テ
ィ
ー

▼
申
込
方
法　

電
話
に
て
住
所
・

年
齢
・
性
別
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
商
工
会　

担
当
梅
津

（
☎
85

－

０
０
５
５
）

西
置
賜
地
区
の
高
校
教
育
の

在
り
方
に
つ
い
て
「
中
間
ま

と
め
」
地
域
説
明
会

▼
い
つ　

11
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

▼
内
容　

「
中
間
ま
と
め
」
の
概

要
説
明
と
質
疑
応
答

▼
参
加
方
法　

直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
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募　集

町
営
住
宅
（
神
明
ア
パ
ー
ト
）

の
入
居
者
募
集

▼
所
在
地　

鮎
貝
２
４
６
８

－

10

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸
（
１

階
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋

４
・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

月
額
１
万
９
１
０
０
円

～
３
万
７
５
０
０
円
（
所
得
額
な

ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入

が
公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準

以
下
で
、
町
営
住
宅
に
同
居
す
る

親
族
を
有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ

る
こ
と
。

▼
入
居
可
能
日　

12
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

11
月
12
日
（
木
）

～
20
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

▼
申
込
方
法　

建
設
水
道
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際

に
、
平
成
20
年
の
源
泉
徴
収
票
ま

た
は
所
得
証
明
書
な
ど
入
居
者
全

員
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
米
粉
・

ミ
ル
ク
ジ
ャ
ム
ア
イ
デ
ア
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
募
集

　

食
料
自
給
率
向
上
と
地
産
地
消

の
一
環
と
し
て
、「
米
粉
」
と
「
ミ

ル
ク
ジ
ャ
ム
」
を
使
用
し
た
ア
イ

デ
イ
ア
料
理
を
募
集
し
、
レ
シ
ピ

紹
介
に
よ
る
普
及
を
目
的
と
し
て

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

置
賜
管
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
個
人
及
び

グ
ル
ー
プ

▼
応
募
部
門　

米
粉
及
び
ミ
ル
ク

ジ
ャ
ム
を
使
用
し
た
料
理
（
①
ち

ょ
う
り
・
惣
菜
部
門　

②
菓
子
・

デ
ザ
ー
ト
部
門
）
を
１
人
２
作
品

▼
そ
の
他　

託
児
サ
ー
ビ
ス
（
無

料
）
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
ご
案
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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■
問
い
合
わ
せ　

県
教
育
庁
高
校

教
育
課
高
校
改
革
推
進
室
（
☎
０

２
３

－

６
３
０

－

３
０
６
７
）

白
鷹
山
岳
会
写
真
展

　

山
岳
写
真
、
高
山
植
物
の
写
真

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

～
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　

文
化

実
習
室

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
山
岳
会
事

務
局　

舩
山（
☎
85

－

０
１
７
７
）

緊
急
森
林
講
座
「
ナ
ラ
枯
れ

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

▼
い
つ　

11
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

▼
内
容　

「
ナ
ラ
枯
れ
は
な
ぜ
発

生
す
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
に
お

答
え
す
る
た
め
、
専
門
の
研
究
者

ま
で
募
集
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

12
月
15
日
（
火
）

ま
で
応
募
用
紙
に
て
応
募

▼
コ
ン
テ
ス
ト
会
場　

Ｊ
Ａ
山
形

お
き
た
ま
川
西
本
店

▼
コ
ン
テ
ス
ト
期
日　

平
成
22
年

１
月
30
日
（
土
）
午
前
11
時
～

※
応
募
作
品
は
Ｊ
Ａ
広
報
紙
掲
載

　

や
関
係
者
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ

山
形
お
き
た
ま
生
産
販
売
部
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局　

青
木

・
加
藤
（
☎
０
２
３
８

－

57

－

４
７
９
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８

－

57

－

２
０
７
０
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集

▼
い
つ　

11
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
15
分
～

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
小
学
校
体
育
館

▼
内
容　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー

　

柔
ら
か
い
素
材
の
フ
リ
ス
ビ
ー

を
使
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
様
々

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま

す
。
当
た
っ
て
も
痛
く
な
い
の
で
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

▼
講
師　

体
育
指
導
委
員
会

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物

▼
主
催　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

を
お
招
き
し
、
森
林
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

40
人
程
度 

▼
そ
の
他　

参
加
料
は
無
料
で
す

が
、
資
料
な
ど
の
準
備
の
関
係
か

ら
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。 

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
森
林
整
備
課
担
当　

志
斎

（
シ
サ
イ
）（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
３
）

よ
ね
よ
う
ま
つ
り
２
０
０
９

▼
い
つ　

11
月
21
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
昼
12
時
15
分

▼
ど
こ
で　

県
立
米
沢
養
護
学
校

▼
内
容　

○
木
工
製
品
、
布
製
品
、
ハ
ー
ブ

　

石
け
ん
な
ど
の
販
売

○
バ
ザ
ー
及
び
喫
茶
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
養
護
学
校

（
☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１
）

オ
ペ
ラ
「
小
鶴
」
公
演

　

藤
沢
周
平
原
作
「
小
鶴
」
を
原

作
と
し
て
創
作
し
た
オ
ペ
ラ
を
上

演
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
開
場

　
　
　
　

午
後
３
時
開
演

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
入
場
料　

一
般
１
５
０
０
円　

　

（
当
日
券
１
７
０
０
円
）

　

高
校
生
以
下
８
０
０
円

　

（
当
日
券
１
０
０
０
円
）

※
前
売
券
に
残
席
が
あ
る
場
合
の

み
当
日
券
を
販
売
し
ま
す
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

長
井
市
教

育
委
員
会
、
長
井
理
研

▼
そ
の
他　

臨
時
託
児
所
を
設
置

し
ま
す
。（
無
料
／
要
予
約
）

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
市
教
育
委

員
会
（
☎
84

－

７
６
７
７
）
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第
２
回
地
域
議
員
協
議
会

　

県
議
会
で
は
、
各
総
合
支
庁
に

お
い
て
、
地
元
議
員
に
よ
る
地
域

の
課
題
や
施
策
に
つ
い
て
の
審
議

を
行
う
地
域
議
員
協
議
会
を
開
催

し
ま
す
。
県
議
会
の
審
議
を
身
近

で
傍
聴
す
る
機
会
で
す
の
で
、
希

望
す
る
か
た
は
、
当
日
会
場
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

■
問
い
合
わ
せ　

県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
室
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
８
４
６
）

行
政
書
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

行
政
書
士
は
、
官
庁
や
役
所
な

ど
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
、
相

談
、
提
出
代
行
を
行
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行

い
ま
す
。

▼
主
な
業
務　

相
続
・
遺
言
な
ど
、

の
手
続
き
、
契
約
書
作
成
、
法
人

おしらせ

「子育て応援特別手当（平成 21年度版）」
　　　　は執行停止になりました

　「子育て応援特別手当（平成 21 年度版）」は、
国の補正予算の見直しにより執行停止となりまし
たのでお知らせいたします。
　支給対象者の皆様にはご迷惑をおかけいたしま
すが、ご理解くださいますようお願い申し上げま
す。

長妻厚生労働大臣からのお詫び（写し）

ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員

会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

放
送
大
学
�
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
ラ
ジ
オ
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で

す
。
１
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

▼
募
集
学
生　

全
科
履
修
生
（
大

学
卒
業
を
目
指
す
編
入
学
可　

18

歳
以
上
）、
選
科
履
修
生
（
１
年

間
在
学　

15
歳
以
上
）、
科
目
履

修
生
（
６
カ
月
間
在
学　

15
歳
以

上
）

▼
募
集
期
間　

11
月
15
日
（
日
）

～
平
成
22
年
２
月
28
日
（
日
）

▼
説
明
会　

12
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６
）

有
機
農
業
実
践
支
援
講
座

｢

受
講
生｣

募
集

　

有
機
栽
培
理
論
、
有
機
農
業
の

土
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で

す
。

▼
い
つ　

12
月
14
日
（
月
）
午
後

１
時
～
15
日
（
火
）
昼
12
時
ま
で

▼
ど
こ
で　

県
立
農
業
大
学
校

﹃
緑
風
館
﹄

▼
講
師　

小
祝　

政
明　

氏

▼
募
集
対
象　

有
機
農
業
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
農
業
者

▼
募
集
人
数　

50
人　
　
　

▼
受
講
料　

３
０
０
０
円

※
宿
泊
を
希
望
す
る
場
合
は

５
０
０
０
円
が
追
加
と
な
り
ま
す
。

▼
持
ち
物　

パ
ソ
コ
ン
（
お
持
ち

の
か
た
）

▼
申
込
期
限　

12
月
１
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
農
業
大

学
校
研
修
部
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４
）
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11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
で
す

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
と
を
総
称
し
た
政
府
管

掌
で
あ
り
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務

上
や
通
勤
途
上
で
被
災
し
た
場
合

に
必
要
な
保
険
給
付
を
行
っ
た
り
、

失
業
し
た
場
合
に
必
要
な
給
付
を

行
う
な
ど
、
職
場
の
安
全
、
雇
用

の
安
定
を
図
る
た
め
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

社
員
・
従
業
員
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
会
社

は
、
す
ぐ
労
働
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

７

１
２
０
）

11
月
は
「
労
働
時
間
適
正
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す

　

全
国
一
斉
「
労
働
時
間
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
（
無
料
）」
が
開
設
さ
れ

ま
す
。

　

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
の

防
止
や
賃
金
不
払
残
業
の
解
消
に

は
、
労
働
時
間
を
適
正
に
把
握
し
、

設
立
、
農
地
転
用
、
遺
産
分
割
、

会
計
帳
簿
記
帳
処
理
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
行
政
書

士
長
井
支
部
事
務
局
（
☎
88

－

２

８
２
５
）

山
形
聾
学
校　

学
校
公
開

▼
い
つ　

11
月
27
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
昼
12
時
30
分

▼
内
容　

授
業
参
観
、
聞
こ
え
に

つ
い
て
の
研
修
会

▼
参
加
方
法　

申
込
不
要
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
山
形
聾
学
校
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

　

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
聾
学
校
特

別
支
援
室　

鈴
木
（
☎
０
２
３

－

６
８
８

－

２
３
１
６
）

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す

　

犯
罪
被
害
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
犯
罪
や
交
通
事
故
の
被
害
者

と
そ
の
家
族
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

事
件
を
思
い
出
し
て
怖
く
な
っ
た

り
、
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
や
警
察
で
は
、
こ
う
し
た
か
た

が
た
の
相
談
・
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
相
談
先

○
社
団
法
人
や
ま
が
た
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
４

２

－

７
８
３
０
ナ
ヤ
ミ
ゼ
ロ
）

○
警
察
…
安
全
相
談
（
☎
０
２
３

－

６
４
２

－

９
１
１
０
）、
女
性

専
用
相
談
（
☎
０
２
３

－

６
１
５

－

７
１
３
０
）、
悪
徳
商
法
相
談

（
☎
０
２
３

－

６
４
２

－

４
４
７

７
）、
少
年
の
悩
み
ご
と
（
☎
０

２
３

－

６
４
２

－

１
７
７
７
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
は
、「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
で
す
。
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク

ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
人
権
を

侵
害
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
運
動

期
間
を
き
っ
か
け
に
、
暴
力
に
つ

い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ

く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

内
閣
府
「
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情
報

サ
イ
ト
」

h
ttp

://w
w

w
.gen

der.go.jp
/

e-vaw
/in

dex.h
tm

l

時
間
外
労
働
に
対
す
る
適
切
な
処

理
が
必
要
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
１
２
０

－

７
９
４

－

７
１
３

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

７

１
２
０
）

雇
用
調
整
事
業
主
の
皆
さ
ま
に

　

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
山
形
セ

ン
タ
ー
で
は
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

雇
用
調
整
助
成
金
・
中
小
企
業
緊

急
雇
用
安
定
助
成
金
を
活
用
し
た

教
育
訓
練
を
希
望
す
る
事
業
主
の

皆
さ
ま
に
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
相
談
内
容　

教
育
訓
練
の
実
施

方
法
、
教
育
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
の
作

成
・
提
案
、
講
師
（
職
業
訓
練
指

導
員
）
の
派
遣
、
教
育
訓
練
用
機

器
の
貸
与
、
教
育
訓
練
の
情
報
提

供
、
そ
の
他
教
育
訓
練
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
山
形
セ
ン

タ
ー　

担
当
山
田
（
☎
０
２
３

－

６
８
６

－

２
２
２
４
）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
横田尻　丸　川　義　郎　93
萩　野　大　滝　ふぢの　85
横田尻　鈴　木　繁　夫　57
高　玉　金　田　キ　ヌ　85
荒砥甲　原　田　て　い　86
佐野原　五十嵐　みつ子　78
高　玉　長谷部　静　子　80
荒砥乙　菅　原　保　助　87
高　玉　佐　藤　民　　　85
浅　立　湯　澤　き　よ　98
荒砥乙　土　谷　和　彦　57
山　口　油　井　ハ　ナ　85
畔　藤　澁　谷　一　男　59
菖　蒲　小　形　庄　治　82

【10月1日～10月31日届出】
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戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

畔　藤 小形
新　也 悠

ゆう

恵

高　玉 児玉
直　樹 梨

り

　愛
お

恵里香

山　口 児玉
賢　二 莉

り

　菜
な

美　和

萩　野 梅津
悟 大

たい

　星
せい

真由美

鮎　貝 大木
正　博 祐

ゆう

　弥
や

かおり

横田尻 後藤
匡 まどか百合子

山　口 田口
美　貴 陽

ひ

　葵
まり

明　子

鮎　貝 山口
宏　哉 竜

りゅう

　聖
と

千　賀

荒砥乙 大木
覚 陽

はる

　生
き

陽　子

高　玉 矢羽木
達　志 徳

とく

　成
なり

恵　利

畔　藤 沼沢
郎　太 天

てん

　満
ま

麻　美

荒砥乙 芳賀
実 心

ここ

　愛
あ

早　苗

十　王 橋本
勝　則 秋

あ

夕
ゆ

美
み

久　美

白鷹町チーム見事Ｖ２達成！

N
o.1028

2009-11
-12

　　氏　　　名　　　  住所

（岡　崎　悟　司　　菖　蒲
菊　地　利　江　　畔　藤

（長谷部　英　寿　　鮎　貝
佐　藤　由美子　　長井市

（髙　石　　良　　　鮎　貝
佐　竹　宏　美　　荒砥甲

（川　合　雄　介　　荒砥甲
志　田　彩　香　　飯豊町

（沼　沢　　謙　　　浅　立
邑　上　京　美　　愛知県

ご結婚おめでとう

　11月１日、第51回西置賜地区駅伝競走大会が開催されました。
　町からは、先月開催された町駅伝競走大会で選出された候補選手
の中からチームを結成、計６回の練習会を経て大会に挑みました。
　大会当日は、時折、強風が吹き荒れる悪天候でしたが、チーム一
丸となって襷をつなぎ、見事２連覇を達成しました。高野光選手の
区間新記録樹立をはじめ、小学生区間から一般区間まで全10区間中、
６区間で区間賞を勝ち取り、白鷹町の駅伝の強さを見せつけてくれ
ました。
　チーム関係者の皆さんおめでとうございま
した。また、大会運営に協力いただいた中継
所役員・交通整理員の皆さんご苦労さまでし
た。そして選手に力を与えてくださった沿道
の多くの皆さん、本当にありがとうございま
した。
　来年は、さらに新しい力が加わりもっと速
い白鷹チームがＶ３を果たしてくれることを
期待しています。
　■コース：小国町をスタート、飯豊町・白鷹町を経て長井市を
　　　　　　ゴールとする総距離47.8㌔

　総合順位
　　　　　第１位　白鷹町　２時間 42 分 31 秒
　　　　　第２位　長井市　２時間 45 分 05 秒
　　　　　第３位　飯豊町　３時間 01 分 41 秒
　　　　　第４位　小国町　３時間 05 分 08 秒
　区間新記録
　　　　　第５区　高野　光（西中３年）　　9分 50 秒（3.0 ㌔）

鮎貝駅前をトップで中継
（鈴木選手から広川選手へ）


